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帝王切開時の予防的抗菌薬投与に関するネットワークメタアナリシス 

 

 近年世界中で帝王切開による分娩の割合が増加傾向にある。帝王切開は母子の命を守る

のに効果的であるが、WHOは帝王切開の割合を 10％から 15％が理想としている。15％を

超えると母親、胎児、新生児の死亡率は横ばいになること、帝王切開における感染症発症

のリスクは経膣分娩における感染症発症のリスクの 5倍以上と言われていることなどから、

不必要な帝王切開は避けるべきである。しかし、医療上の理由等で帝王切開が避けられな

い場合、抗菌薬を予防的に投与することで、感染症の多くを防ぐことができる。その際、

予防的に投与する抗菌剤の種類や容量は多岐にわたるが、伝統的なメタアナリシスでは

個々の研究において取り上げられた抗菌薬間での直接比較しかできない。 

そこで卒業論文では、系統的に集められた、抗菌薬どうしが直接比較された研究によっ

て間接的にも予防効果を考慮したネットワークメタアナリシスを行い、国立成育医療セン

タ―の診療サマリーなどで定められている第一世代セフェム系抗菌薬と他の抗菌薬を比較

して、どの抗菌薬が母体の子宮内膜炎発症の予防効果が高いのかを明らかにしたい。 

本抄読会では、Gyteらによる Cochrane Reviewで対象となった研究のうち卒業論文で解

析対象とした研究のまとめ、consistencyを仮定したもとでのネットワークメタアナリシス

のモデルの説明、また解析結果を提示する。 
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